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天塩川上流域の地質（その１）

～士別地方の地質案内～

士別市立博物館特別学芸員 岡本 研（士別高等学校） 平松 和彦（旭川西高等学校）

はじめに
天塩川上流域の，士別市を中心とした地域で観

察される地質は，中生代の結晶片岩類・蛇紋岩類

・角閃岩類・深成岩類・緑色岩類・チャート・ホ
ルンフェルス・石灰岩・海成堆積岩類，新第三紀
の深成岩類・海成及び陸成堆積岩類・火山岩類・
第四紀の陸成堆積物・火山岩類・泥炭などであり，
多種の地層や岩石が観察される．狭い地域の中に，

時代的にも岩相的にもこれだけ多くの種類のもの
が観察されることは，非常にめずらしいことであ
る．これらの多彩な岩相は，当地域が多様な堆積
環境や，多くの地殻変動を経験してきた場である

ことを意味している．本稿では，当地域で観察さ
れる地質を中心に紹介していきたい．一般の学術
論文は難解なものが多く，また種々の岩石の成因
などについては省略されている場合がほとんどで，
記述の概要をとらえるのが困難な面がある．本稿

では時代を追って当地域の地質概要がつかめるよ
う，岩石等の成因の説明も加えて解説を試みた．

士別周辺の地質に関する総括的な報告としては，
「士別の地形と地質」（岡，1991）が士別市立博
物館報告第９号に掲載され，「名寄市の地質と地

下資源」（岡，1993）が名寄市北国博物館より出
版されており，さらに踏み込んだ解説に触れるこ
とができる．

Ⅰ．地質概論

天塩川上流域で観察される地層は，層序表に示
されるように，中生代ジュラ紀後期～白亜紀前期
の深海底堆積物などによる地層（空知層群）が最
も古く，その上位に中生代白亜紀の海成堆積物が

位置する．古第三紀の地層は欠如し，新第三紀の
深成岩類・海成堆積岩類・河川成堆積物，及び第
四紀の河川成堆積物による地層という順に積み重
なっている(表１)．

当地域の地質分布における最も大きな特徴は，

地域全体として中生代白亜紀の海成層が広く分布
していることである．士別市の東方には半遠洋性
の堆積物（日高累層群）が，西方には陸源性の海
成堆積物（蝦夷累層群）が分布しており，そこか
ら中生代白亜紀の士別市周辺は，西方に大陸が存

在するような海洋底であったことが読みとれる．
また，地域東部の士別市上士別，剣淵町東部，

朝日町などでは，大きな褶曲構造や「メランジ」
（注１）が観察され，さらに西部には神居古潭変
成岩類という高圧型の変成岩類や蛇紋岩類が分布

し，それらは士別市付近が中生代に，海溝の環境
にあったということも示している（図１）．

＜注１ メランジ＞ 様々な種類の岩石が複雑に入り混

じった地質体のこと．海洋プレートの移動に伴い，別の

場所から運び込まれた地塊が，海溝部において本来の堆

積物と混在するものや，岩体の上昇に伴うものなど，成

因は様々である．

Ⅱ．中生代の地質

中生代三畳紀以前の地層は当地域ではメランジ

を除いて存在していない．最も古い地層は空知層
群と呼ばれる，ジュラ紀後期～白亜紀前期の，緑
色岩類やチャートなどからなる海洋性の地層であ
り，地域西部の士別市温根別から幌加内町におい
て観察される．その下位には蛇紋岩類などがあり，

これらは上部マントルや，海洋プレートの部分溶
融によるマグマなどを起源とするものとされてい
る（加藤・中川，1986）．

空知層群の堆積に引き続いて，蝦夷累層群と日
高累層群が堆積した．この時代には，海洋プレー

トの西側沈み込み帯である海溝が形成されており，
両層群堆積区の境界に位置していた（新井田・加
藤1986など）．

空知層群堆積区（地域西部）には，海成の砂岩
泥岩の互層である蝦夷累層群が分布している．蝦

夷累層群は，中生代白亜紀の古ユーラシア大陸か
ら流入した砂泥が，大陸東側の海底（前弧海盆）
に堆積したものと考えられており（岡田，1979な
ど），浅い海と温暖な気候という環境のもとに形
成された地層である．そこからは，アンモナイト

を始めとする多くの古生物化石が発見されている．
一方，地域東部に分布する日高累層群は，蝦夷

累層群とほぼ同じ時代に形成された地層で，半遠
洋性の堆積物であり，海溝における付加体（注

２）とされ，多くのメランジが含まれている（君
波ほか，1985など）．
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＜表１ 天塩川上流域の地質層序表＞

代 紀 世 年 代 地 層 ・ 堆 積 物 ・ 化 石 形 成 環 境

現河川氾濫原堆積物 河川平野

第 完新世 段丘堆積物

１万

四 ２万

剣淵層 （粘土・泥炭・砂礫）・段丘堆積物 河川平野

新 紀 更新世
100万

200万

多寄層 (軽石質凝灰岩層・礫岩・砂岩)～植物化石 河川平野

鮮新世
新 500万

川西層 （砂岩・礫岩・泥岩）～植物化石 河川平野

生 第 1000万 美深層群(安山岩質砕屑岩)・下川層群(安山岩・流紋岩質砕屑岩) 河川平野・湖沼・火山

～珪化木・植物化石

三 中新世 似峡層 （凝灰岩・砂岩・礫岩・泥岩） 浅海・海岸

1500万 奥士別層 (砂岩・泥岩・礫岩)～貝化石 浅海・海底谷(海域拡大)

紀 深成岩類 (花崗岩類・閃緑岩類) 山脈形成（日本海形成）

代 2000万

古 漸新世
第
三 始新世
紀

暁新世

7000万

蝦夷累層群→前弧海盆

中 白 亜 紀 蝦夷累層群 神居古潭変成 日高累層群 日高累層群→海溝付近

１億 (砂岩･泥岩) 岩類 (結晶片 （黒色頁岩・緑色岩類・石灰岩・ 付加体(遠洋性)

～ｱﾝﾓﾅｲﾄ 岩類・ﾁｬｰﾄ) 玄武岩・チャート・斑れい岩） 神居古潭変成岩類

→海溝深部

１億4600万 空知層群

(角閃岩類・緑色岩類・玄武岩類 空知層群→深海底

生 斑れい岩・ﾁｬｰﾄ・堆積岩類）

ジ ュ ラ 紀 蛇紋岩類 蛇紋岩類

→上部マントル

２億

代 三 畳 紀

古
生
代

空知層群堆積区（地域西部）には，海成の砂岩
泥岩の互層である蝦夷累層群が分布している．蝦
夷累層群は，中生代白亜紀の古ユーラシア大陸か

ら流入した砂泥が，大陸東側の海底（前弧海盆）
に堆積したものと考えられており（岡田，1979な
ど），浅い海と温暖な気候という環境のもとに形
成された地層である．そこからは，アンモナイト
を始めとする多くの古生物化石が発見されている．

一方，地域東部に分布する日高累層群は，蝦夷
累層群とほぼ同じ時代に形成された地層で，半遠
洋性の堆積物であり，海溝における付加体（注

２）とされ，多くのメランジが含まれている（君
波ほか，1985など）．

また，幌加内町では，神居古潭変成岩類と呼ば

れる高圧変成を受けた，結晶片岩類を中心とする
種々の岩石が分布している．この変成帯の結晶片
岩類は，付加体堆積物などが海溝深部において高
圧変成されたものと考えられており，後に上昇し，
空知層群や蝦夷累層群堆積区（空知－エゾ帯）に

割り込んできたものである（新井田，1987）．
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図３ 白亜紀中～後期の士別付近のテクトニクス

Ａ．空知層群
空知層群は，主に地域西部の士別市温根別から

幌加内町にかけて分布し，犬牛別川上流の伊文ダ
ム付近では，空知層群の緑色岩類・玄武岩・チャ
ート，角閃岩類，及び下位の蛇紋岩類が観察され

る．チャート中の放散虫化石より，当層群はジュ
ラ紀後期～白亜紀前期に形成された地層であるこ
とがわかっている（石塚ほか，1983；君波ほか，
1986；紀藤ほか，1986）．

チャート・玄武岩・及び緑色岩の一部は深海底

での堆積物であり，緑色岩類の一部と角閃岩類は
海洋プレート起源であり，また蛇紋岩類は上部マ
ントルまたは海洋プレート下部を起源とすると考
えられている（新井田・紀藤1986）．これら海洋
地殻を示す一連の地質体は，「オフィオライト」

と呼ばれるものである（図４・５）．通常，海洋
地殻は海溝において地下深部に沈み込んでいくも
のであるが，オフィオライトはそれが陸上に保存
されたものであり，世界的にも分布の限られた，
注目すべき地質構造である．

オフィオライトが保存された理由については，

写真１ 士別市温根別・伊文ダム付近の空知層群と蛇紋岩

空知層群の堆積
後，海洋プレート
が西方への沈み込
みを開始すること
によって，海洋プ

レートの一部が取
り残されたと説明
されることが多い
（君波，1984・新
井田，1985）．そ

の一方で，空知層
群は付加体の一部
であって，その多
量の緑色岩類は，巨大な海台（空知海台）であっ
たとする説もある（岡村・木村，1989；清川，19

89；Kimura et al，1994）．
完成されたオフィオライトは幌加内町で観察さ

れ，下位よりかんらん岩と蛇紋岩・斑れい岩の変
成した角閃岩類・玄武岩類・チャートという層序
が示され，「幌加内オフィオライト」と呼ばれて

いる（石塚，1980）．

緑色岩類
緑色岩類は空知層群中に多量に存在し，士別市

温根別の伊文ダム周辺や，幌加内町に分布してい

る．緑色岩類（注３）は，玄武岩質の溶岩や凝灰
岩が弱い変成を受けた岩石であり，一般に緑色を
呈しているためこの名がある．

海洋プレートは玄武岩によって構成され，海底
火山や，プレートの湧き出し口である海嶺や，海

洋プレート上の海山では，玄武岩質の溶岩や火山
灰が噴出する．したがって，玄武岩質岩を起源と
する緑色岩類が，海成堆積物を伴って多量に存在
する場合は，それらが海洋プレート及びその上の
堆積物であると解釈される．空知層群中の緑色岩

図４ ｵﾌｨｵﾗｲﾄの層序（石塚，1980を簡
略化）
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類も，そのような起源を持つものと考えられてい
るのである．また，岩石の化学分析による，詳し

い研究も行われており，それによると空知層群下
部の緑色岩類には，海洋プレートそのものである
と考えられる緑色岩（輝緑岩）も存在するとされ
（Ishizuka，1981；紀藤ほか，1986），このよう
な緑色岩を「ＭＯＲＢ」（注４）という．

＜注３ 緑色岩＞ 緑色岩類は，広い意味では玄武岩，斑

れい岩，角閃岩などの，多くの塩基性 岩類を指すが，

ここでは主に輝緑岩と輝緑凝灰岩を指す．

＜注４ ＭＯＲＢ＞ Mid-Oceanic Ridge Basaltの略．中央

海嶺玄武岩の意で，海洋プレートを構成する岩石であ

る．

チャート
チャートは深海底環境の指標となる岩石であり，

空知層群上部や，日高累層群中に観察される．一

般にチャートの成因として，次のような説明が成
されている．

海に棲む殻を持つタイプのプランクトンには２
種類あり，ひとつは石灰質（炭酸カルシウム）の
殻を持つもの，もうひとつは珪質(ガラス質)の殻

を持つものである．海は深くなるにつれ，水圧の
上昇と共に炭酸カルシウムの溶解度が高くなり，
約4000ｍの深さになると石灰質のプランクトンの
殻は海水に溶解する．したがってそれ以上の深海
では珪質のプランクトン遺骸のみが海底に堆積し，

最終的に｢チャート｣というガラス質の岩石が形成
される．

チャートを電子顕微鏡で観察すると，ほぼ全体
が放散虫などの珪質プランクトン遺骸によって構
成されているのが観察できる．堆積速度は非常に

遅く，数センチ堆積するのに数万年かかるといわ
れている（道前・石賀1995；堀，1996）．

角閃岩類

角閃岩類は，地域西部士別市温根別より幌加内
町にかけて分布し，伊文ダム付近では塊状及び板
状の角閃岩の他，緑れん石角閃岩も観察される．
一般に角閃岩類は空知層群のメンバーとされるこ
とは少ないが，当地域の角閃岩類は緑色岩類・斑

れい岩類・かんらん岩が変成されたものと考えら
れており（酒匂，1959；石塚，1980），前述のよ
うに海洋プレート内の部分溶融に起因する岩石で
あると推定されている（加藤・中川，1986）．未
解明の部分が多いが，ここでは岡（1991）にした

がって，オフィオライトの一部の空知層群のメン
バーとして扱っておく．

Ｂ．日高累層群
当地域の日高累層群は士別市東部，朝日町，剣

淵町に広く分布し，黒色頁岩と緑色岩類を主とし
て，石灰岩体やチャートを挟む地層である．それ
ぞれの地層は複雑に絡み合っており，激しい褶曲
構造が見られる．これらは海洋プレート上に堆積
した半遠洋性の堆積物であり，海溝に沈み込みき

れずに，海溝壁側に押しつけられたことによって

形成された付加体であると考えられている（君波
ほか，1985など）．その根拠は，海溝において形
成されると考えられる「メランジ」が日高累層群
中に多数存在することや，メランジの基質が，西

から東に向かって新しくなっていることなどであ
る（君波，1986；田近，1989）．付加体の形成開
始時期は白亜紀前期で，形成終了時期は白亜紀末
期である（新井田・紀藤，1986；君波1986）．深
海底の堆積物であるチャートがあまり多くは存在

していないことから，海洋プレートは海嶺での生
成後まもなく海溝にまで到達したと考えられる．
したがって日高累層群は，比較的大陸の近くに海
嶺が存在していた様な場所で堆積したものである
と考えられている．この海嶺は白亜紀末期に海溝

に沈み込んでいった（宮下，1989；君波，1989）．
また東方海上には，かつて「オホーツク古陸」

と呼ばれる陸地が存在していたとされ，この古陸
は海洋プレートと共に西方に移動していた（図3）．
古ユーラシア・オホーツク両陸地にはさまれた海

域がしだいに狭められていく過程で，多量の砕屑
物が厚い地質体を形成していった（君波，1986）．

士別市上士別や，朝日町に点在している石灰岩
体は，かつての海山に付着成長した珊瑚礁が付加
体に取り込まれたものであると考えられている

（長谷川，1988）．朝日町のメランジについて，
基質泥岩は中生代白亜紀であり，基質中の岩塊
（オリストリス）は中生代ジュラ紀および三畳紀
のものであることが，チャート中の放散虫化石に
よって確かめられている（長谷川，1988）．また，

和寒町北部から剣淵町東部にかけて，黒色頁岩中
に緑色岩類・チャート・砂岩・石灰岩などの岩塊
が不規則に取り込まれているものが観察され，
「東和コンプレックス」と呼ばれている．これも
また白亜紀前期の海溝において形成されたメラン

ジである（加藤・岩田，1988）．
日高累層群分布域の西端においては道内各地で

同様のメランジが観察され，その場が海溝であっ
た事が示されている．これら多数のメランジの分
布を特徴とする地域は「イドンナップ帯」と呼ば

れており（木村，1986），海山を起源とする多量
の緑色岩を主とした付加体である．

写真２ 士別市温根別の角閃岩 ×27，ｸﾛｽﾆｺﾙ （石井彰洋氏撮影）
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黒色頁岩・千枚岩・ホルンフェルス
黒色頁岩は日高累層群を構成する主要な岩石で

あり，地域東部の士別市上士別，剣淵町東部，朝
日町などに，緑色岩類と共に広く分布する．当地
域の日高累層群中の黒色頁岩は，ほとんど粗粒の
砕屑物（砂や礫）を含まない，均質な黒色の泥岩
を主としている．

一般に厚い海成堆積層は，陸地からの砂泥が河
川によって海底に運搬されることによって形成さ
れることが多く，砂岩や泥岩などが互層を成して
いるものが多いが，ここではほとんど泥のみが堆
積し，厚い地層を形成している．このことから，

当地域に分布する日高累層群の泥岩層は，陸地か
ら離れた環境で，微粒子がゆっくりと海底に堆積
することによって形成されたものである事がわか
る．また，泥岩はいずれも黒色であり，ときに黄
鉄鉱粒も観察され，酸素が少なく，還元性の堆積

環境を表している．したがって，この黒色頁岩は，
半遠洋性の堆積環境であったことを示している．
海洋プレート上に堆積したこれらの砕屑物は，プ
レートの西進によって海溝に運び込まれ，厚い付

加体を形成した（木村，1985；君波ほか，1985）．
地域東部の朝日町・士別市上士別では，日高累

層群の黒色頁岩は強い圧力や熱によって，千枚岩
やホルンフェルスに変成されているのが観察され
る（写真４）．これは新生代中新世に日本海拡大

が起きた際，プレートが東方に潜り込み，それに
伴って花崗岩などが貫入したことの影響である．

剣淵町の黒色頁岩の堆積時期については，２つ
の時代のものが存在する．刈分川層と呼ばれる地

層の放散虫化石からは，白亜紀後期の年代が知ら
れ，また前述の東和コンプレックスの基質を成す
黒色頁岩では，同じく放散虫化石から，白亜紀前
期の年代が知られている（加藤・岩田，1988）．

剣淵町桜岡の刈分川層の一部では，変成作用の

跡が見られない“新鮮な”黒色頁岩～細粒砂岩層
が観察され，わずかながらクロスラミナ（注５）
も観察される．この地層は白亜紀後期に，西側の
海溝斜面から付加体上に直接堆積した，海溝充填
タービダイト上部層（注６）である可能性がある．

もしそうであるとすると，これは日高帯（イドン
ナップ帯）に堆積した「蝦夷累層群の延長の堆積
物」であるといえる．

写真４ 朝日町岩尾内湖の千枚岩

＜注５ クロスラミナ＞ 流水中の堆積物に見られる堆積構

造で，斜交成層ともいう．下流方向に傾斜した薄層のユ

ニットが重なりあったもの．

＜注６ タービダイト＞ 水中の混濁流（土石流のようなも

の）によって運搬・堆積した堆積物．一般に上方細粒化

の級化成層が顕著であり，クロスラミナも発達する．

緑色岩類・斑れい岩

地域東部の朝日町，士別市上士別，武徳，中士
別などの日高累層群中には多量の緑色岩類が観察
される．これらは主として海洋プレート上の玄武
岩質凝灰岩を起源とする輝緑凝灰岩であるが，一
部では海洋プレートそのものである，ＭＯＲＢタ

イプの輝緑岩も存在している．
朝日町岩尾内湖から下川鉱山付近にかけて「下

川緑色岩体」とよばれる巨大な岩体があり，上部
は玄武岩と黒色頁岩より成り，下部は緑色岩類と
斑れい岩（注７）によって構成されている．下川

鉱山付近の緑色岩（輝緑岩）は，化学分析によっ
て，ＭＯＲＢタイプであるとされ（君波ほか，19
86など），前期白亜紀の１億2600万年前のものと
いわれている（三宅ほか，1981）．それと岩相の
酷似した輝緑岩が，朝日町岩尾内湖南部の鈴懸橋

付近でも観察される．下川緑色岩体は不完全なオ
フィオライトと考えられており（宮下，1989），
朝日町岩尾内湖付近で観察される斑れい岩類は，

写真３ 剣淵町刈分川・イドンナップ帯の砂岩泥岩互層．付加体と考
えられる．

写真５ 朝日町岩尾内湖の斑れい岩
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下川オフィオライトの最下部にあたる．
このオフィオライトは，大陸付近に位置した大

洋海嶺において形成されたものと考えられている
（君波ほか，1986；宮下，1989）．

なお，士別市内にはいくつかの緑色岩の採石場
があり，石材として工事用や装飾用に広く利用さ
れている．近年この緑色岩を，庭や道路の「まき

石」として利用することが多く，士別市内でも散
見される．

＜注７ 斑れい岩＞ 斑れい岩は，玄武岩質のマグ マを

起源とする深成岩であり，石材として利用され，暗色の

強いものは「黒御影」と呼ばれる．

石灰岩
当地域の石灰岩体は，士別市上士別，朝日町な

どに点在するが，上士別の石灰岩体は特に大きく，
かつてはセメントの原料として採取されていた

（1981年閉山）．石灰岩の周囲には，黒色頁岩・
緑色岩類・珪質岩（チャート）などが観察される
（酒匂，1952）．こうした産状は，次のような歴
史を示している．

石灰岩をつくるもととなった珊瑚礁は，温暖な
浅海の環境のもと，海山に付着成長して形成され
た．それらが海洋プレートと共に移動し，深海底
堆積物であるチャートがその上に堆積した．海山
は最終的には海溝まで運び込まれ，海溝斜面を巨

大なブロック（オリストリス）として滑り落ち，
付加体に取り込まれた（長谷川，1988）．

写真６ 士別市中士別の日高累層群の緑色岩類

写真７ 士別市上士別の石灰山

海山が海溝に沈み込
む際，海山は海溝陸側

の斜面下部より強度が
大きいため，ほとんど
変形しないまま海洋プ
レートとともに沈み込
む．一方，強度の低い

海山上部の石灰岩は大
きく変形し，ほとんど
が付加体に取り込まれ
る（山崎･岡村1989）．

朝日町の市街地東部

（みずほ公園）や西部
などに観察される石灰
岩体もメランジであ
り，これらは緑色チャートを伴い，石灰岩自体は
三畳紀，ジュラ紀の年代が示されるが，周囲の泥

岩部は白亜紀を示している（長谷川，1988）．

剣淵町のメランジ
剣淵町の日高累層群中には，多数のメランジが

ある．メランジの様式は様々であるが，一般に黒
色頁岩を基質とし，緑色岩類・チャート・石灰岩
などを含むものが多い．前述の「東和コンプレッ
クス」は，そのようなタイプのメランジであり，
頁岩中の放散虫化石により，白亜紀前期の形成と

考えられている．（加藤・岩田，1988）
一方，弥栄川流域のメランジは緑色岩類中に多

数のチャートゼノリス（注８）を含む（写真９）
ものである．チャートゼノリスは数メートルから
数センチのものまで様々で，主として層状構造が

認められる赤色チャートである．基質の緑色岩類

は風化が進んでいるが，玄武岩質溶岩を起源とす
るものと思われる．弥栄川地域は当地域の“日高

累層群”分布域としては最西端に位置し，西方の
蝦夷累層群とは，比較的近接した位置にある．

剣淵町桜岡に観察される刈分川層という砂岩・
泥岩互層は白亜紀後期の形成とされ（加藤・岩田，
1988），東和コンプレックスとは形成年代を異に

する．また，刈分川層の一部は前述のように，タ
ービダイトを連想させる“非変成”の，クロスラ
ミナが見られる黒色頁岩・細粒砂岩の互層が存在

写真10 剣淵町桜岡，砂岩泥岩互層．変成度が低く，
微細なクロスラミナが観察される．

写真８ 朝日町の石灰岩体．
緑色チャートと接する．
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している（写真10）．
また，地域外ではあるが，旭川市の突哨山の石

灰岩体西側における，トンネル掘削工事現場にお
いて，蝦夷累層群とされる地層（鷹栖層）中に礫
岩層が観察される．これは泥岩を基質とした角礫
岩（含礫泥岩）で，礫種は緑色岩，緑色チャート

を主とし，礫径は大小さまざまである．泥岩を基
質とした角礫岩は，通常のタービダイトとは堆積
機構が異なると考えられ，一般にこのような岩相
は，プレート境界などに現れる高密度の混濁流に
よって形成されるといわれており，突哨山の含礫

泥岩は，海溝壁直下の堆積物であるのかもしれな
い．比布町においても，剣淵町弥栄川流域と同様
なジュラ紀中期のチャートゼノリスを含む緑色岩
層が存在し，その岩石学的研究から，一部は神居
古潭変成岩類，一部は空知層群であるといわれて

いる（榊原ほか，1997）．
これらのことを考えあわせると，弥栄川付近の

チャートゼノリスを含む緑色岩層は，空知層群を
構成していたものであり，海溝の西側斜面（図
３）の崩壊物と考えられ，また，刈分川層の一部

は，付加体上に堆積した海溝充填タービダイトの
上部層である可能性がある．

剣淵町のメランジと，当麻町や突哨山のメラン
ジとの類似性は以前より指摘されており（加藤・
岩田，1988；長谷川，1988），剣淵町弥栄川・桜

岡地域～旭川市突哨山にかけては，海溝壁が形成
されていたのであろう．

写真９ 剣淵町弥栄川のメランジ．緑色岩中にチャートのブロック
が含包されている．

写真11 剣淵町桜岡，イドンナップ帯の珪質岩中の放散虫化石
×41，ｸﾛｽﾆｺﾙ （石井彰洋氏撮影）

弥栄川周辺における緑色岩体についての岩石学
的なデータや，チャートの化石年代についての資

料はないが，今後詳細な研究によってその形成機
構が明らかになるものと思われる．

＜注８ ゼノリス＞ ゼノリスとは，捕獲岩の意味で，火

成岩中に取り込まれた異地岩塊のことである．

Ｃ．神居古潭変成岩類
当地域の神居古潭変成岩類は，地域西部の幌加

内町に分布し，政和地区では，雨竜川沿いに緑色

片岩などの好露頭が観察される．緑色片岩，黒色
片岩，石英片岩，石灰質片岩，チャート，角閃岩，
結晶質石灰岩等より成り，高圧変成を受けたもの
がほとんどである（石塚，1980など）．

これらの変成岩類の原岩は，玄武岩，玄武岩質
の凝灰岩，泥岩，チャート，石灰岩などであり，
こうした原岩構成は，神居古潭変成岩類がもとも
とオフィオライトや付加体であったことを示して
いる（渡辺ほか，1986；石塚ほか，1989）．した

がって，神居古潭変成帯は，海溝堆積物である日
高累層群の西端にあたるイドンナップ帯の深部相
であると考えられている（岩崎ほか，1993；川村
ほか，1998）．つまり，神居古潭変成岩類の形成
場は，白亜紀前期の西側沈み込み帯である海溝で

あり，ここで西側の海洋から，海山や遠洋性堆積
物などの付加が行われた（日高累層群）．東側の
海溝斜面に露出するオフィオライトの一部（空知
層群）も崩壊し，それらが付加体と共に，さらに
地下深部に引きずり込まれた後，高圧変成を受け

たと考えられている（前川，1986・新井田・紀藤
1986）．この変成作用については，海嶺の海溝へ
の沈み込みも関与していると考えられている（Iw
asaki．et al,1995）．

一般に神居古潭変成岩類の変成年代は，１億年

～１億2500万年前のものが多いが，幌加内町の角
閃岩からは，白亜紀前期の１億4500万年～１億32
00万年前の変成年代が得られており（今泉・植田，
1981），神居古潭変成帯では最も古い時代を示す．
しかし，別の報告では１億年前後や，１億8000万

年前という幅広い年代値が得られている（滝上，
1985；太田ほか，1991）．

また，神居古潭変成岩類は，多量の蛇紋岩を伴

写真12 幌加内町江丹別峠の緑色片岩
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っており，両者は中生代白亜紀から新第三紀にか
けて地下深部から上昇し（加藤・中川，1986），

空知層群・蝦夷累層群の堆積区の中に，これらを
突き破って出現したものである（新井田，1987）．
上昇には少なくとも３つの時期があり，白亜紀中
期（１億年前）・古第三紀・及び新第三紀中新世
であるといわれる（川村ほか，1998）．上昇は比

較的静かに行われた（前川，1986）．しかしなが
ら，このメカニズムはまだ十分に解明されておら
ず，必ずしも両者が同時に上昇してきたとは限ら
ない．他の地域では，蛇紋岩をほとんど伴わない
神居古潭帯も存在し，これは付加体全体の上昇に

よるものと説明されている（植田・川村，1999）．

蛇紋岩類
当地域の蛇紋岩類は，地域西部士別市温根別に

広く分布し，とくに伊文ダム付近にその好露頭が
観察される（写真13）．これは幌加内オフィオラ
イトの最下部に相当する（石塚，1980）．

蛇紋岩類は，かんらん岩が水と反応して形成さ
れた岩石であり，かんらん岩はマントル上部を構
成するものである．蛇紋岩は，密度が小さく変形

しやすいため，他の岩石を伴って地下深くから上
昇してくる性質がある．そのようにして形成され
た地質体を「蛇紋岩メランジ」という．

一般に，神居古潭変成帯にともなう蛇紋岩類は，
こうして海溝深部の高圧変成岩類を取り込みつつ

上昇してきた，蛇紋岩メランジであると考えられ
ている（加藤ほか，1986）．しかし，神居古潭変
成帯の蛇紋岩類には，こうしたテクトニックな蛇
紋岩メランジだけではなく，いったん上昇・露出
した蛇紋岩が崩落し，海溝に落ち込んで付加体堆

積物中に取り込まれ，海洋プレートと共に地下深
部に運び込まれて再変成を受けた後，再び上昇し
たものもあると考えられている（今泉，1984；加
藤・中川，1986）．実際に，蛇紋岩類はマリアナ
海溝などの，現在の海溝陸側斜面付近において観

察されており，海洋プレート沈み込みの現場に蛇
紋岩が存在することが直接確かめられている．そ
れとともに高圧変成岩も発見されている（1989年
のジョイデスレゾリューション号による深海底掘
削調査による）．

幌加内町の北西に分布する犬牛別川岩体では，

写真13 士別市温根別，伊文ダムの蛇紋岩

蛇紋岩中にかんらん岩が残存しているものが観察
されており（酒匂，1959；石塚，1980），これら

の蛇紋岩がマントル起源であることを物語る．し
たがって当地域の蛇紋岩類は，元々は空知層群の
下位の海洋プレートのさらに下にあった，上部マ
ントルであったものと考えられる．しかし，海洋
プレートの部分溶融によるマグマが分化し，その

残液がかんらん岩となり，その後の変成作用によ
って蛇紋岩となっているものもあるという考えも
ある（加藤・中川，1986）

また，蛇紋岩地域の土壌はｐＨ８を超える特殊
な土壌であり，特徴ある植物相が観察される．す

でに，当地域の植生については詳細な研究が行わ
れている（堀江，1991など）．

Ｄ．蝦夷累層群
蝦夷累層群は，地域西部に広く分布し，士別市

温根別北線では，アンモナイトやイノセラムスな
どの古生物化石が発見されている（写真14：士別
市立博物館所蔵）．また，温根別市街地南方の２
カ所の採石場では，上部蝦夷層群の，白色凝灰岩
層を挟む青緑色の砂岩層（温根別層）が観察され

る（写真15）．ここでは炭化した植物化石がしば
しば観察され，比較的陸地に近い環境であったこ
とを示す．その東部には層理の明瞭な泥岩・シル
ト岩の薄互層が発達している．

蝦夷累層群は，白亜紀前期から末期にかけて，

古ユーラシア大陸の東側の海底（前弧海盆）に，
大陸から流れこんできた砂や泥が堆積したものと
いわれており，空知層群を整合に被覆する（岡田，
1979；君波ほか，1992）．地域内の蝦夷累層群は
主として中部～上部であり，白亜紀中期～後期に

かけてのものであるが（岡田・松本1969），犬牛
別川上流域では，下部蝦夷層群も分布している
（君波ほか，1992）．

白亜紀前期に始まった海洋プレートの西方沈み
込みは，初めのうちは急傾斜であったため，圧力

が低く，そのため付加体はあまり発達しなかった
が，その後プレート深部（スラブ）が切り離され，
沈み込みの角度は浅くなった．その際に海溝では
圧力が上昇して付加体（日高累層群）が形成され
るようになった．それと同時に，プレート運動に

よる削り込み（テクトニック・エロージョン）が
進行して前弧海盆が発達し，蝦夷累層群が堆積す
ることになった（君波，1986）．当時，大陸と海

写真14 士別市温根別産のアンモナイト(士別市博物館)
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溝の間に火山性の島弧が存在していたとされ，そ
れは現在の礼文島～樺戸山地が考えられている．

それらの火山弧を越えて，大陸からの砕屑物は東
側海底に堆積した（君波ほか，1986；岡田，1979
；Girard et al,1991）．

Ⅲ．新生代古第三紀の地質

当地域においては古第三紀の地層は発見されて
おらず，当時の環境としては隆起する陸地であっ
たものと思われる．北海道は石炭を多産し，その

主な形成時代は古第三紀である．その頃，大規模
な森林平原が北海道中央部に広がっていたのであ
ろう．道内各地の神居古潭帯が上昇を続けていた
時期でもあり，当地域も隆起し，厚い地層は形成
されていなかったものと考えられる．

Ⅳ．新生代新第三紀中新世の地質

新第三紀の前期，2500万年ほど前にユーラシア
大陸の東端が裂け始め，東方に開くことによって

日本海が形成され始めた．この際の火山活動は，
「グリーンタフ変動（注８）」と呼ばれている．

中新世中期には海域は拡大し，士別周辺は海の
入り江（古名寄湾）となっており（岡，1993），
湾内に多量の砕屑物が流れ込んだ．その供給源は，

当時下川町から滝上町にかけて存在していたと考
えられている，「ウエンシリ地塁（図６）」とい
う山地であった（中村ほか，1980；宮坂ほか，19
86）．ウエンシリ地塁は，「古日高山脈」の北方
延長の山地と考えられるものである．ウエンシリ

岳の千枚岩の変成年代が，2500万年前後とされる
ことから（渡辺，1988），そのころがウエンシリ
地塁の形成開始時期と考えられ，中期中新世には
急峻な山地となっていた（宮坂ほか，1986；渡辺，
1988）．

日高山脈（変成帯）の形成については多くの研
究があり，東方の海上にあったオホーツク古陸と
海溝との間に存在した，「島弧」が圧縮されたも
のという説や（前田，1986），中央海嶺が海溝に
沈み込んだものという説（君波，1989）など，様

々な説がある．当地域においては現在の日高山脈
に見られるような片麻岩などの高温型変成岩類は

写真15 士別市温根別の蝦夷累層群

あまり見られないが，多くの花崗岩体が存在し，
地下深部には日高変成帯と同様の変成岩類が伏在

している可能性があるといわれている（君波，19
89）．

中新世後期には当地域は再び陸地となり，火山
活動が盛んとなった．溶岩や火山灰が降り積もり，
河川成堆積物も形成された．その後も引き続き陸

地で，盆地には河川成堆積物が堆積するという環
境にあった．

＜注８ グリーンタフ変動＞ グリーン（＝緑色
の）タフ（＝凝灰岩）によって特徴づけられる，
中新世の海底火山活動を伴った地殻変動．

花崗岩類
花崗岩は流紋岩質のマグマを起源とする深成岩

であり，大陸や島弧において存在し，海洋プレー
ト内では見られない岩石である．

地域東部の士別市上士別，朝日町などには花崗
岩体が散在し，いずれも新第三紀中新世の貫入岩
体である（写真16）．これらは新第三紀の日高山
脈形成に伴う高温の火成活動によって貫入した岩
体である．この際の熱によって周囲の日高累層群

の黒色頁岩に変成が与えられ，ホルンフェルスが
生じている．

図６ 中新世の古地理（宮坂ほか，1986より）

写真16 士別市上士別の花崗岩体．
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士別市上士別では，数多くの花崗岩体（黒雲母
花崗岩～花崗閃緑岩）が観察されるが（写真16）

岩体の多くは，ぼろぼろに崩れるほど風化してお
り，このようにしてできた砂を「真砂」という．
（写真17）．花崗岩は隙間のない多種類の鉱物の
結晶によって構成されているが，温度の変化によ

る各鉱物の膨張率の差異によって崩壊が起きやす
い．上士別の花崗岩も大きな温度変化を受け，真
砂化が起きたのであろう．また，下川町一の橋に
も花崗岩体があり，中新世前期の約1850万年前の
ものとされる（柴田・石原，1981）．

奥士別層・似峡層
地域東部の朝日町や下川町南部には，奥士別層

と似峡層という新第三紀の海成層が分布している．
これらは中新世中期の砂岩，礫岩，泥岩から成る

地層で，当時存在していた「古名寄湾」の，士別
～朝日町にかけて延びた海域に，東方の山地（ウ
エンシリ地塁）から流入した砕屑物によって形成
された地層と考えられている（宮坂ほか，1986）．

下位層である奥士別層の下部は礫岩と砂岩を主

としており，貝化石を産出するほか，角礫や植物
片を多数含み，陸地に近い海域での地層形成を示
す．上部は主として泥岩より成り，海域は拡大・
深化したものと思われる．

上位層である似峡層は，凝灰岩・砂岩・礫岩・

泥岩より成り，乱堆積相が示され，化石はほとん
ど発見されない（酒匂，1952）．ときに１ｍを超
える巨礫も含まれ，円礫・角礫が混在している
（写真18）．角礫の礫径は大きい傾向にあり，礫
種は花崗岩・黒色頁岩・緑色岩・緑色チャートな

ど，周囲の地質構成と一致する．多数の花崗岩礫
を含むことは，奥士別層とは大きく異なる点であ
る．円礫はホルンフェルスなどが多く，東方のウ
エンシリ岳を砕屑物の供給地とし，周囲の日高累
層群を取り込んだ地層であると推定される．

奥士別層と似峡層の，礫岩中の礫種構成や岩相
などの比較により，両層はそれぞれ，日本海側の
羽幌地区の築別層と古丹別層に対比されるものと
思われる．下川町における奥士別層は，二股火山
噴出物に覆われており，これが1200万年～1500万

年前の年代を示すことから，奥士別層の形成はそ
れ以前のものであり，おそらく1500万年前頃の，
汎世界的海水準の上昇（Mid-Neogene Climatic

写真17 士別市上士別の「真砂化」した花崗岩

Optimum）によって，海域が拡大した際に形成され
た地層であろう（Tsuchi，1990；保柳ほか，1994

；鈴木・向井1996）．奥士別層と対比されると思
われる築別層は，地域西部の士別峠において広く
分布し，多種の貝化石が産出する（橋本ほか，19
65）．

なお，筆者は朝日町市街地東部において，従来
日高累層群の分布域とされていた地域に奥士別層
が分布すること，及び当層からは未報告の種類の
二枚貝の化石群集（Glycymeris cisshuensisなど）を
発見した．地層の形成時代の考察なども含め，詳

細については別の機会に報告する予定である．
一方，士別市温根別の北静川流域において，均

質な硬質灰色泥岩層が河床に露出している．これ
は蝦夷累層群とされている場合もあるが，その岩
相は明らかに蝦夷累層群の泥岩層とは異なってお

り，酒匂（1959）は稚内層と対比している．微化
石等の調査によって，今後詳細が明らかになるも
のと考える．

美深層群

美深層群は安山岩質の角礫凝灰岩・溶岩・砂岩
・泥岩などから成る，主として陸成の地層であり，
少量の石炭を挟む．当地域では最も広い分布を示
しているが，岩相変化が著しく，その実態をつか
むのは容易でない．当時の盛んな酸性火山活動と，

河川の作用によって形成された地層であるが，当

写真1８ 朝日町ケナシ川の似峡層

写真19 剣淵町の美深層群．安山岩質の土石流堆積物．
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層分布域北部，美深町恩根内では一部汽水～海成
層も存在している．当層群中の安山岩溶岩より10

00万～1200万年前後の形成年代が得られている
（表２）．

また，剣淵町西部では，著しく風化した露頭が
観察され，緩斜面を形成している（写真19）．な
お，この美深層群中の安山岩礫の絶対年代がＫ－

Ａｒ法によって測定され，820万年前後の年代値が
得られた（私信：鈴木明彦氏）．これは従来考え
られてきた美深層の形成年代上限よりもやや新し
い年代である．この礫年代については，他の複数
のデータとともに，別の機会に論じる予定である．

下川層群
下川層群は安山岩質～流紋岩質の火山岩類とそ

れらの砕屑岩を中心とした中新世の地層であり，
溶岩・角礫凝灰岩・凝灰質砂岩・礫岩・砂岩・泥

岩など，様々な岩相が観察され，下部は海底火山
の環境，上部は陸地の環境で形成された地層であ
る．一部には玄武岩質溶岩も存在し，下川町にお
ける当層群中の二股火山噴出物中の玄武岩より，

1200～1500万年前後の年代値が得られている（渡
辺ほか，1991）．したがって，下川層群は美深層
群とほぼ同時期の地層と考えられる．

下川層群中のモサンル層からは，珪化木を始め
とする多数の植物化石が産出し，その母岩は珪質

岩というほとんどガラス質の岩石である．この地
域では，俗称「油石」と呼ばれ，艶のある美しい
岩石で，庭石としても珍重され，珪化木とともに
下川町の名物となっている．

珪化木の形成については，温泉水に溶解した珪

酸成分が浸潤・析出し，数年から数十年という驚
くべき短期間に形成されたという可能性が，近年
実験によって示されている（赤羽ほか，1999）．
炭化することなく，細胞壁まで完全に保存されて
いる下川町の珪化木は，そのように短い期間に形

成された化石であるのかもしれない（写真20）．

中新世の溶岩類
当地域には美深層群と下川層群堆積時代の，乙

部山溶岩・糸魚山溶岩・函岳溶岩・二股火山噴出
物・二股橋集塊岩などの新第三紀の安山岩質の溶
岩類が広く分布する．これらはＫ－Ａｒ法によっ

写真20 下川町，モサンル層の珪化木の断面
×４１，オープンニコル (石井彰洋氏撮影)

て形成年代が測定され，主に1500万年から800万年
前のものである（表２）．

地 層 名 火山岩類 年代値(Ma)

乙 部 山 溶 岩 安 山 岩 9.3±0.3

函 岳 溶 岩 安 山 岩
12.1±0.6
10.2±0.5

二股火山噴出物 玄 武 岩 12.4±1.3
15.2±1.6

二 股 橋 集 塊 岩 安 山 岩 13.3±0.9

Ⅴ．新生代新第三紀
中新世後期～鮮新世の地質

中新世後期の約1000万年前頃，東方から千島弧

をのせたプレートが衝突し，日高山脈は急激に押
し上げられ，当地域においても，ウエンシリ地塁
が再び急上昇した．そこからの砕屑物は天塩川堆
積盆地に流れ込み，厚い河川成の地層を堆積させ
た（川西層・多寄層）．

川西層・多寄層
川西層と多寄層は，古天塩川流域に沿った内陸

盆地に堆積した，中新世～鮮新世の，河川成砂岩
と礫岩を中心とする堆積物である．両層中にはイ

ンブリケーション（注９）の発達した礫岩層や，
礫岩層中の不規則なレンズ状砂岩や泥岩，さらに
は上方細流化のユニットや大型のクロスラミナが
見られ，その堆積環境は扇状地～礫質網状河川で
あったものと推測される（鎌田・平松，1985）．

多寄層の標識地である士別市多寄において，そ
の典型的なものが観察される（写真22）．また，
士別市学田の川西層の露頭では，礫質網状河川の
河床堆積物（チャネルバー）が観察され，そのク

ロスラミナと砕屑物の粒度の側方変化によって，
露頭下部においては北方より南方へ，上部におい
ては南方より北方への古流向が示される．

表２ 中新世の溶岩類のＫ－Ａｒ年代値 （柴田・棚井，1982；
渡辺・山口，1988；渡辺ほか，1991）
※ １Ｍａは１００万年

写真21 下川町南部，下川層群の安山岩
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士別市南士別の剣淵川河原には，河床に存在す
ると考えられる川西層の，ブロック状の泥岩が観

察され，その中に多量の植物化石が発見される．

これは，当時の古天塩川の氾濫源や三日月湖に茂
っていた植物が化石となったものであろう．川西

層は美深層群の上位にあり，火成活動の弱まった
時期の堆積物と考えられている．中新世において
当地域での火山活動がほぼ停止したのは，800万～
900万年ほど前であり，川西層の形成時期はそれ以
降ということになる．

＜注９ インブリケーション＞ 礫などが河川などの流水の

方向に対して，安定した角度で形で配列することで，一

般に上流方向側に斜めに傾く．

Ⅵ．新生代第四紀の地質と地形

北海道中央部は，第四紀初頭にかけて火山活動
の場となり，日本海側の山々では，その土台とな
る溶岩台地が形成され，内陸部と海岸部が山地で
隔てられた．当地域はそれ以降，海の環境になる

ことはなくなった．
最後の氷河時代，ウルム氷期を迎え，3万～1万

年前には寒冷化がとくに進み，海水面は現在より
も140～80ｍも低下していた．道北の宗谷海峡とそ
の両側の陸棚は広く陸化し，利尻島や礼文島は広

い平原にそびえ立つ巨大な火山であった．そして
北海道とサハリンは陸続きとなっていた．

２万年～１万5000年前は最寒期であり，カラマ
ツを中心としたタイガ（寒帯林）が広がっていた．
その後，現在の北海道に近い針広混合林となり，

これらが泥炭層を形成した．この泥炭層は和寒町，
剣淵町，士別市，風連町，名寄市の低地に連続し
て分布している．特に和寒町，北原小学校付近に
分布する泥炭層は，６メートル以上にわたって欠
落がなく，連続的に過去の環境が記録されている．

そこから過去３万2000年間の古気候が復元され，
ヤンガードリアス期（注10）に相当する亜氷期の
証拠も見いだされ，「剣淵亜氷期」と名付けられ
た（小野・五十嵐，1991；五十嵐ほか，1993；Ig
arashi，1996）．現在はシベリアに分布している

グイマツの花粉を多く含む層準は，かつてこの地

写真22 士別市多寄，多寄層のクロスラミナの発達した網状河川堆
積物

域にも約1000年間の，寒さのぶり返しの時期があ
ったことを示している．この寒い時期については，

最近特に深層海流との関係で話題にのぼっている．
この盆地に点在する泥炭層は，完新世の気候変動
に対応した古文書として貴重な資料といえる（図
25）．

また，周氷河性緩斜面やインヴォルーション

（注11：写真23）も観察され（平松，1985），さ
らに寒冷環境下における凍結破砕作用の結果生産
されたと推定される角礫が，丘陵部の露頭にしば
しば観察される．その典型的なものは，和寒町東
山や三笠山などで見られる（小杉，1973）．これ

らの化石周氷河現象の存在は，氷河期の降雪量が
現在よりも少なく，寒気が直接地表を覆っていた
ことを示している．また，寒冷地ペディメントと
いわれる，山地と低地の間を埋める緩斜面が多寄
西方に見られる（写真24）．最近の研究でも，こ

の一帯の山麓緩斜面は，露頭の観察をもとに，寒
冷環境下において形成されたものと報告されてい
る（矢田部，1998）．

＜注10 ヤンガードリアス期＞ 北ヨーロッパやカ ナダ

で認められた，約11000年前～10000年前の，一時的な寒

さのぶり返しの時期．

＜注11 インヴォルーション＞周氷河地域の表層堆積物中

に見られる，複雑な変形構造．凍結融解作用などによる

もの．

写真24 剣淵町十線の泥炭層

写真23 士別市多寄の第四紀層に観察されるインヴォルーション
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図25 剣淵盆地における32000年間の植生変遷（五十嵐・宮城・大丸・平松原図；北海道の自然史より）

剣淵層
剣淵層は，剣淵町に広く分布しており，その中

の泥炭層は剣淵泥炭と呼ばれている．分布地の多

くは田畑となっているため，観察することは困難
であるが，道路工事を行っている際に観察するこ
とができる（写真24）．地表から１～２ｍ下に黒
色の泥炭層があり，植物片が含まれている．炭素
年代測定法により，54300±2400年前，31500±81

0年前という値が得られている（大丸ほか，1989）．
剣淵層にはまた，カオリナイトを多く含み，鉄分
の少ない粘土層があり，剣淵粘土と呼ばれて，窯
業にも利用されている．

おわりに
士別周辺の身近な自然環境から，特に地質につ

いて，可能な限り文献を紹介しながら論を進めて

きた．読みにくい箇所も多いかと思うが，地域の
歴史について好奇心を持っておられる方々や，自
然教育にたずさわる方々にとって，いくらかでも
有益な資料となれば幸いである．

当地域には，特に中生代の地質形成史や，新第
三紀の古地理に関する問題など，今後継続して研
究すべき数多くの興味深い題材がある．本稿にお

いても，剣淵町の黒色頁岩層が海溝壁直下の海溝
充填タービダイトである可能性や，奥士別層の形
成時代や古環境などについて簡単に触れたが，さ
らに調査研究を行い，より内容の濃い報告を行っ
ていきたいと考えているところである．

筆者らの不勉強により，誤った記載や解釈も多
々あろうかと思うが，忌憚のない率直なご意見や
ご助言をいただきたい．

本稿の執筆に当たり，北海道教育大学岩見沢校
の鈴木明彦助教授には奥士別層の貝化石の鑑定や

岩石の年代測定結果についてご指導，ご協力をい
ただいた．北海道大学理学研究科の川村信人講師
には野外調査の際に，ご指導とご助言をいただい
た．また，士別小学校の石井彰洋さんには岩石薄
片試料などの写真撮影で，ご協力とご助言をいた

だいた．最後になりましたが，ここに感謝の意を
表します．
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